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平成２２年（フ）第２３７号
大津市際川３丁目36番７号
破産者 苅谷 義昭
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大津地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第２５３号
滋賀県栗東市岡255`２ ＪＲＡ近江寮、申
立時の住所滋賀県草津市東矢倉４丁目10番31

号
破産者 景山 太
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大津地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第３９８号
滋賀県守山市播磨田町1430番地２ 市営住宅
１棟145号
破産者 塩月 三治
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大津地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第４２０号
滋賀県野洲市永原市有地 市営永原第１団地
３号棟315号室
破産者 多田 幸枝
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大津地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第１１７０号
神戸市須磨区飛松町２丁目５番11`601号、
従前の住所神戸市長田区四番町８丁目12番地
破産者 三木 友子
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第１１７１号
神戸市須磨区飛松町２丁目５番11`601号、
従前の住所神戸市長田区四番町８丁目12番地
破産者 三木 俊宏
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第４６７号
奈良県大和郡山市筒井町170番地５
破産者 和田 吉雄
１ 決定年月日 平成22年12月１日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

奈良地方裁判所
平成２２年（フ）第２６２号
青森県北津軽郡鶴田町大字鶴田字小泉296`

１ サニー小泉Ａ`３、住民票上の住所青森
市大字三内字丸山323番地
破産者 一戸 昭一
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

青森地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第４３３号
盛岡市簗川第２地割14番地
破産者 熊谷 白人
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所第２民事部
平成２２年（フ）第１８５号
宮城県大崎市古川宮沢字新田町８番地１
破産者 高橋 伸一

１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

仙台地方裁判所古川支部破産係
平成２１年（フ）第２０７号
秋田市港北松野町７番35号
破産者 高橋 十郎
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所民事第２部
平成２２年（フ）第２０１号
秋田市牛島東４丁目３番27号
破産者 吉田 和幸
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所民事第２部
平成２２年（フ）第３３３号
秋田県潟上市天王字持谷地86番地39

破産者 鎧塚 孝志
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所民事第２部
平成２２年（フ）第３８９号
秋田市山王１丁目３番５`205号
破産者 菅原 薫（旧姓杉山）
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所民事第２部
平成２１年（フ）第１７８７号
神奈川県大和市下鶴間4238番地１ ジェイシ
ティ中央林間701号
破産者 望月 浄人

１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２１年（フ）第２３３５号
横浜市磯子区磯子３丁目６番１`425号
破産者 臼見 俊彦
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第３３８号
神奈川県大和市下鶴間1785番地３ ドラゴン
マンション中央林間弐番館301

破産者 濱崎 憲二
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第１４９６号
神奈川県茅ヶ崎市十間坂１`３`３ アーベ
ントハイム湘南茅ヶ崎901号室、住民票上の
住所横浜市中区羽衣町２丁目５番地３ ラン
ブラス横浜関内1001号室
破産者 中谷 義明
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第２３７８号
相模原市南区上鶴間本町９丁目38番33号
破産者 中野 富久
１ 決定年月日 平成22年12月２日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。
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